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最近、しばらく、水平線や地平線をちゃんと

見ていないなあと、気がつきました。どこまで

も果てしなくつづく、水平線や地平線を見て

いると、自分までもがおおきくなったような気

持ちになるものです。ちいさなことなんかどう

でもいいように、思えてくるものです。 

 

水平線や地平線ではないけれど、最近、別

のことで、同じように、「自分はちいさなことに

とらわれて、いじいじしていたなあ」と、気づ

くチャンスがありました。そして、それはなぜ

かというと、やっぱり、ちいさな自分から世界

を見ていたせいだったのです。 

 

また、少し前に、１億円もの借金を、１年あま

りで返したひとの話を聴いたことがあります。

このひとは、おそらく、いま、１００万円くらい

の借金をしても、びくともしないだろうと思い

ます。すでにもっとおおきなことをなしとげて

いるからです。 

 

また、重度の身体的ハンデを負って、なお、

それを超えて活躍されているかたのお話をう

かがうチャンスにも恵まれました。もしも、私

がそんなハンデを負ったら、きっと耐えられ

ないのではないかな、と思いました。そして、

そんなハンデをもっているわけでもないにも

かかわらず、私は、もっとちまちましたところ

で、右往左往しているな、と思いました。 

 

今日のメッセージ。だから、あなたもくじけず

がんばれ、と言っているわけではないので

す。あなたは、あなた自身の器をどのくらい

だと思っていますか？という問いかけなので

す。 

 

１リットルのペットボトルは、１リットル以上の

水を入れることはできません。３リットルのお

なべは、３リットル以上の水を入れることはで

きません。あなたの器はどのくらいですか？

そして、どのくらいの器でありたいと思います

か？ 

 

この、ひととしての器、こころの器には、決ま

ったかたちがありません。ひとは、生まれて

生きていくあいだじゅう、この器のおおきさも

かたちも、変えることができます。器を変えた

いと思うなら、いま、その器がどんな状態か

を知る必要があります。 

 

だから、イメージしてみるんです。あなたの

器は、どのくらいですか？ そこには、何が

入りますか？ そして、何を入れていきたい

ですか？ 入れてみたいものが見つかった

ら、それにともなう、メリットとデメリットを考え

てみてください。 

 

たとえば、１００億の資産がほしいと思うひと

がいたら（どんな望みをもってもＯＫです）、

１００億の資産を受け取っている自分をイメー

ジしてみてください。満足感や達成感、充実

感が湧いてくるかもしれません。たくさんの

ひとに注目される環境に置かれるかもしれま

せん。それが、メリットだとします。 

 

でも、一方で、そんな資産の持ちぬしのもと

には、ひょっとしたら、たくさんの寄付やカン

パのお願いがやってくるかもしれません。そ

れだけでなく、あなたをだまして、ひともうけ

しようとするひとも、やってくるかもしれませ

ん。あるいは、もっと直接的に、あなたから財

産を奪い取ろうとするものがあらわれるかも

しれません。急に資産を蓄えたあなたのもと

に、税務署さんが調査にやってくるかもしれ

ません。（笑） 

 

それらをひっくるめて、受けとめ、どのように

対応するか。それが、あなたの器です。それ

に見合うだけの器がないと、あっという間に

だまされてしまったり、奪い取られることを怖

れるあまり、こころの平安をなくしてしまうかも

しれません。 

 

だからといって、おおきな望みをもってはい

けないと言っているわけではありません。ど

んな望みをもってもいいのです。そして、どう

ぞ、それを受け入れるだけの、自分の器を育

てていってほしいと思うのです。 

 

今日は、実は、書いているうちに、ちょっと話

がそれてしまいました（笑）。もうちょっとメン

タルな視点で書くはずだったのですが、な

ぜかけっこう現実的な話になってしまいまし

た。でも、器が大切だという意味では、伝え

たい思いは変わりません。そして、自分の望

む器をもてるだけの人間になるために、毎日

を、もっと真摯に生きていこうと、あらためて、

思った次第です。 

 

そう。あの、水平線や地平線を見るときに、ひ

ろがるこころのように、もっともっと、おおきな

器の人間に、私たちはなっていいのです。

そうなることによって、もっともっと、世界は、

いい方向に変わっていくと思うからです。 

 

お互いの器を広げあって、共有することがで

きたら、きっと、世界平和だって実現するでし

ょうね。そのための第一歩が、自分の器を広

げること。道のりは遠いけれども、踏み出して

みる価値のある一歩です。 
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